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茅野市の移住関連情報

茅野市移住HP
「楽ちの」

就農に関する
セミナーや
相談会情報が
掲載！

茅野市ってどんなところ？

Point.1 主要都市からのアクセスが良い！

主要都市から車や電車でこれる立地が
移住地として選ばれる理由の一つ！
販路拡大が可能でビジネスにも最適

標高が高く、湿度が低い。野菜や花卉の栽培に適した環境Point.2

スカイツリー
634ｍ

茅野市役所
801.6m

野菜等は気温や湿度が高くなりすぎるとう

まく育たなかったり、病気になりやすくな

ります。茅野市は標高が高いため、他の地

域と比べ気温が高くなりすぎず、
湿度も低いため栽培に適しています。

晴天率が高く、日照時間が長いPoint.3

東京から車や電車で 約２時間

名古屋から車や電車で 約2.5時間

大阪から車や電車で 約４時間

また日夜の寒暖差が大きく、適度にストレスがかかるため、
野菜は甘みが増し、花卉は色づきがよくなります。

２つの水源があるまちPoint.4

植物の成長に欠かせない太陽光。茅野市の年間日照時間（1971～2000年までの平均）は2,126時間で、

全国の810市区の中で33番目に日照時間が長くなっています。長野県内では上田市、東御市に次ぐ日照

時間の長さであり、太陽光を十分に活用できる地理的環境にあるといえます。

茅野市には八ヶ岳と霧ケ峰の２つの水源があります。多くの湧き水スポットに恵まれ、市内に50か所の

水源があり、水量も豊富です。また、八ヶ岳を含む市内の山に降る雨や雪が地中深くまで浸みこみ、天然

のろ過装置によって自然浄化され、まろやかな口あたりが特徴です。

Instagram

就農編

八ヶ岳のふもと
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就農のステップ（新規就農者の場合の例）

農業経営へのイメージ
（情報収集・品目検討・知識の習得）

窓口相談・説明会参加・就農地の検討
・品目に適した地域であるか
・自分の希望する生産・販売方法に適しているか
・研修制度が準備されてお、実践的な研修ができるか
・信頼できる相談者がいるか

就農候補地及び品目の選定

里親研修の実施（技術がある場合は省略）

就農計画の作成・認定取得
必要資金の融資検討

農地・機械・施設の取得

～９月 翌々々４月５月翌々１月～５月

里親研修制度（２年間）

出荷時期 ６～10月
夏季の主要産地であり、
市内広範囲で栽培されて
います。

キク（露地＋施設）

出荷時期 7～11月
市内では玉川・宮川地区を
中心に栽培されています。

出荷時期 ５～11月
市内では泉野地区を中心
に広く栽培されており、
茅野市の主要産地。

出荷時期 ６～11月
標高800～1,000mの涼
しい高冷地で栽培されて
います。

出荷時期 ６～11月
市内全域で栽培さえれてお
り、土地の条件が良ければ
失敗が少ない。

出荷時期 ９～１２月
日照時間が長いため色付きが良い。
台風の被害も少ないため安定して生
産できます。

出荷時期 ６～11月
市内では湖東・豊平地区を中
心に広く栽培されています。

作付品目 所得250万円に
必要な資産面積 初期投資 農地面積 技術力 労働力 運転資金 収益性

キク
★★★★★ 20-30a 〇 〇 〇 △ 〇 ◎

トルコギキョウ
★★★★★ 20a 〇 ◎ 〇 〇 △ ◎

パセリ
★★★★★ 30a 〇 〇 〇 △ ◎ ◎

夏秋イチゴ
★★★ 10a × ◎ × △ 〇 ◎

キャベツ
★★★★★ 140-160a 〇 × ◎ 〇 ◎ 〇

ブロッコリー
★★★★★ 120-150a ◎ × ◎ 〇 〇 〇

りんご
★★★★★ 50-80a 〇 △ △ 〇 〇 〇

比較して品目の選定をしよう

フリルのように
ゴージャスな

花びらが特徴です。

軽さ№１！
小さい面積で高収益
が見込めます。

夏も採れるのは
高冷地だからこそ！

寒暖差がある茅野市
のキャベツは甘くて

おいしい！

約半世紀ぶりに
国の指定野菜に追加
された注目野菜！

実際に農業見学や生活見学をすることができます。

茅野市における主な生産品目

里親研修の決定

翌４月

独立就農

輪菊のほか、
色鮮やかな洋菊
もあります。

夏秋イチゴ（施設）

トルコギキョウ（施設）

ブロッコリー（露地）

パセリ（露地＋施設）

キャベツ（露地）

熟練農業者（里親）のもと等で、独立就農に向けて実践的な技術や知識を学ぶ

長野県独自の制度。

里親の元での研修のほか、県農業大学校での専門研修を用意しています。

①栽培管理等の生産技術・知識に関する研修

②農業機械・機器・施設の操作方法・整備・

安全対策に関する研修

③販売・流通・マーケティングの知識、帳簿や

残務諸表の作成、労務管理等の農業経営に

関する研修

りんご（露地）

信州といえば
コレ！



就農準備資金

就農に向けて必要な技術等を習得するために
研修を受ける者に対し資金を交付します。

交付対象者 就農予定時に49歳以下の者
交 付 額 13.75万円/月

または165万円/年（最長2年間）

※その他諸条件を満たしていること

経営開始資金

独立・自営就農する認定新規就農者に対し
資金を交付します。

交付対象者 独立・自営就農時に49歳以下の
認定新規就農者

交 付 額 13.75万円/月
または165万円/年（最長3年間）

※その他諸条件を満たしていること

経営発達支援事業

就農後の経営発展のために必要な、農業
用機械または農業用施設の導入に対して
国・県が支援を行います。

農林課にご相談ください！

農作物品目別アドバイザー制度

品目別アドバイザーによる生産指導を受けることができます。

交付対象者 認定新規就農者で就農時49歳以下の者
交 付 額 最大750万円（事業費の3/4補助）

※経営開始資金を受給している場合は最大375万円

※その他諸条件を満たしていること

農業研修者育成支援事業

農業経営に必要な技術を習得する為の研修の
際に生じる必要経費を支援します。

交付対象者 先進農家（里親）等で研修を受ける者
交 付 額 年間最大24万円

最長2年間

※その他諸条件を満たしていること

担い手育成支援事業

必要な農業用機械または農業用施設の導入に
対して支援を行います。

交付対象者 茅野市の認定農業者
または認定新規就農者

交 付 額 最大100万円（事業費の1/3補助）

※その他諸条件を満たしていること

茅野市単独事業

詳細はこちらから

詳細はこちらから

詳細はこちらから

農林水産省

・支援制度

・農地紹介・就農相談

・その他

就農に興味をもつ

2016年

なぜ、茅野市に移住したのですか？

移住前から山登りをするために毎週末長野県に訪れていて、茅野市

にも八ヶ岳登山で何度も訪れていました。そのうち「仮に住んでみ

たらどうなんだろう」と考えるようになったのがきっかけです。

茅野市は八ヶ岳はもちろん、長野県内のどこの山へもアクセスが良

いことが選んだ理由の一つです。

２つ目の理由としては主要都市からのアクセスが良いこと。移住後

の仕事も田舎でスローライフすることが目的ではなく、思いっきり

社会の中でやっていく仕事として「就農」を選びました。そのため、

仕事の観点からも東京、名古屋、関西へのアクセスが重要であり、

「茅野市しかない」となりました。

最初は農業で何をやりたいか決まっていませんでした。

品目が載っている資料を見ている時に「花も農業なんだ」と興味を

持ったことがきっかけ。その後、茅野市が泊りがけの見学を組んで

くれて、最初に見たのが「菊」でした。また農業者との交流会で先

輩たちの色々な話が聞けたこと、自分と同じく企業に勤めていて菊

農家に転職した方と出会えたことが大きかったです。ビジネス的に

「菊」の需要と可能性を感じ、長年の経験や特別な知識がない一般

人でも農家として生きている事例を知り、菊農家として就農するこ

とを決断しました。

なぜ、菊を選んだのですか？

自然相手なので、自分ではどうしようもない難しさは事実としてあ

ります。しかし、それは会社も一緒で、農業だけが特別な相手と対

峙しているわけではありません。

また、農業以外の分野の知識を求められることがあります。ハウス

を作って補修する技術や、水路をつくるために水圧等を計算したり、

実践的です。また、農薬のスケジュール等をExcelで管理することで、

日々の仕事の効率をあげることにも力を入れています。

作業、知識、考える力、社会との関わりなど、やったらやった分に

可能性が広がります。どこまでやるかを自分で決められることが面

白いです。

就農の難しさや面白さはなんですか？
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鈴木 紘平 さん

菊農家

就農までの流れ

今後の展望・挑戦したいことは？

新規就農者を増やし、茅野市の農業という産業をちゃんと成長軌道にのるような下地

を作りたいです。

自身の農業としては、大好きな山に行く時間を増やしていきたいです。そのためには

自分に依存しない経営体制を作ることが重要です。夢としては北アルプスの稜線から

データを見ながら指示を出せるようにしたいです。

生活面では、地域の方に紹介され購入した中古の住まいをより快適に暮らせるように

リフォーム中です。

年齢：46歳 移住元：名古屋市
趣味：山登り、狩猟、スキー、アウトドア全般

農業に特別な難しさはない。

経営者になるということだけクリアになっていれば、

あとは決断するだけ。

農業でどうしたいかというよりは「どんな生き方、生活がし

たいか」それを実現する方法として「農業」があるのであれ

ば、農業を始めてみたらいいと思う。

新規就農を考える方へメッセージ

2017年

2019年

生活の変化

５月 本気で移住を検討しはじめた

７月 新農業人フェアに参加、就農相談

８月 茅野市現地訪問

３月末 会社を退職

４月 移住、里親研修開始

４月 菊農家として就農

通常時

繁忙期

移住前

被雇用者から「経営者」となったことで、時間ややりたい

ことを自分でコントロールします。農業は繁忙期とそうで

はない時期で生活が変化します。繁忙期はもちろん大変で

すが、それは1か月程度、そのうち無理するのは10日程度。



就農に興味をもつ

2016年

なぜ、茅野市に移住したのですか？

東京の大学にいた頃、都会や人が多いところが自分に合わないなと

感じていました。進学当初は食品関係などの企業への就職を考えて

いましたが、2年の授業で農家の成功事例、世界の農業を学ぶうちに

「農家っていいな」と考えるようになったのがきっかけです。

またその頃、海外農業研修プログラムに参加する機会があり、世界

の農業を学んでから日本で農家をやろうと決心しました。今、固定

概念なく「何をやってもいいんだ」と視野を広げてできているのも

このプログラムに参加したからだと感じています。

農業をやるなら、自然豊かで、友人や家族のいる、慣れ親しんだ地

元の茅野市がいいなと思い戻ってきました。

農家をやるなら生きがいだけでなく「稼げる農家」を目指したいと

思いました。県指標で野菜の売り上げや経費などが載った資料によ

ると、パセリは小さい面積あたりに売上があり、経費があまりかか

らない、手元に残るお金が高い品目でした。また、大規模で大きな

機械を用いた農業をするのではなく、ハウスなどで新しい技術や細

かい工夫をしていく農業を希望していたため、パセリを選びました。

マイナーな野菜ですが、そこに面白さを感じたのと、近年異常気象

がおきている中で、露地でなくハウスで栽培できるのもメリットの

一つです。

なぜ、パセリを選んだのですか？

自分がいいと思ってやった土づくりややったことが、結果的に数値

や売上につながったり、体が疲れないと実感したときに、問題をク

リアしていくようで面白いです。また、段々とパセリ農家として認

知され始めると、自分が作ったパセリを「美味しかった」といわれ

ると嬉しいしやりがいも感じられます。

一方で、難しさは自然相手だということ。年によって気候が違って

くるため、毎年同じスケジュール通りにはいきません。消毒の時期

が遅れたりすると虫に食べられて、手遅れなってしまうこともあり

ます。それが厳しさでもありますが、観察して失敗を学びにかえる

という楽しさでもあると感じています。

就農の難しさや面白さはなんですか？
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古川 竜生 さん

パセリ農家

就農までの流れ

移住や就農後の生活の変化は？

東京での生活は忙しいです。自分が何かしなくても常に街が動いていて、そんな環境

に流されている気がしてしまいます。一方で移住した後の生活は、自分が動き出さな

いと何も起こらない、自分が何かをやったらやっただけ環境が変わる余白があるため、

自由に挑戦できる土壌があると感じています。また、区の出払いや役割、消防に参加

することがありますが、それは自分の農業をやっていくうえで地域や人とのつながり

ができ、地域に支持される農家になるためには重要です。

年齢：29歳 移住元：東京都
趣味：家庭菜園、旅行、散歩、スノーボード

誰でもやったらできる。

まずは一歩を踏み出してほしい。

特に農業はやってみないと自分に合っている仕事なのかわか

りません。色々と考え、身構えて動けないなら、逃げ道を確

保しつつ動いてみたらいいと思います。

新規就農を考える方へメッセージ

５月 大学２年生の時、就農を決意

３月 東京農業大学を卒業

アメリカ研修プログラム開始

10月 アメリカ研修プログラム修了

12月 品目決定

３月 原村で里親研修開始

３月 パセリ農家として独立

2019年

2020年

就農後の生活

畑やハウス、今住んでいるこの住宅も

地域の方に紹介していただきました。

2018年

2022年

スケジュールは自分で組むことができます。農家は休みがないと思われがちですが、茅野市は冬

になると寒さで作物が育たなくなるため、休みの時間が増えます。なので、夏場に頑張って稼い

で、冬は長期の休暇を利用して趣味の旅行やスキー場のバイトをしたりできるのが、他の仕事や

地域でできないことだと思います。

仕事日 休日

2017年

なぜ、茅野市に移住したのですか？

四国を旅行した時に、静かに暮らせる田舎の感じに魅力を感じ、

「移住して違う地域に暮らしてみるもいいな」と夫婦の意見が一致

して移住を本格的に考えるようになりました。移住地としては以前

から登山しに来ていた長野県、その中でも「山が近く」「豪雪地域

でないところ」「夏が涼しく過ごしやすい高原地域」を探していた

ところ、諏訪エリアを知りました。

茅野市への移住後は妻が「まっさんち」を開業。自分は地元企業に

転職しましたが、移住して７年経った頃に就農することを決断しま

した。また、移住後に地域の方々との付き合いが広げることができ

たことで、ハウスや畑を短期間で紹介してもらえたり、声をかけて

もらえることがうれしいです。

まず、就農を目指したきっかけは、移住してのんびり自然の中で生

活しているのに、企業で働き、時間にとらわれている姿が、移住を

決断したときの気持ちとは違うことに気づいたことです。そんな中、

農家さんを手伝う機会があり、自然と関わった仕事である農業が輝

いて見えました。しかし、０からのスタートで畑や農具もなく、諦

めていた時に、新規就農支援があることを知り再び就農を目指すよ

うになりました。

品目は色々ある中で「花」が魅力的で、妻も「花」が好きというこ

とで決めました。トルコギキョウは華やかな花で、自分の成果や達

成感を実感できる品目だと感じています。

なぜ、トルコギキョウを選んだのですか？

里親研修を始めて２か月。まだまだこれから

で、今後も里親さんに学びながら難しさや面

白さを知っていきたいです。

まだ芽かき作業だけですが、品種が違うと、

強さや葉の付き方も違い、芽かきの具合も異

なるため、長年の経験がいる難しい作業だと

思います。

就農の難しさや面白さはなんですか？
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正橋 孝昇 さん

里親研修生

就農までの流れ

今後の展望・挑戦したいことは？

年齢：45歳 移住元：鎌倉市（出身：神奈川）
趣味：山登り、移住前はバイク

気持ちだけでなく、実際に農家さんと携わって仕事をしてみ

るのもいいと思います。自分は地域に溶け込んで関係を築い

てから就農したため、周りの声も支えになりました。

考えているだけでなく、人と関わって色々知っていくといい

と思います。

新規就農を考える方へメッセージ

2020年

2023年

生活の変化

移住後

移住相談協力店で

もあります！
古民家を改装して

OPENしたカフェ

「まっさんち」

独立後は自分の畑で仕事することになりますが、土壌が違えば水分量、肥料なども異

なるため、失敗しながら覚えていくしかありません。目に見えるものではないから難

しいですが、自分で探して変えていけることは面白いと感じています。

2018年

2026年

2024年

一番は笑顔が絶えない生活を目指します。そのためには、トルコギ

キョウの農家として一人前になり、人にすすめられる農家になりた

いです。でも仕事だけにならずに、自分時間を作って趣味などを楽

しむことで、「移住してよかったな」と思えるようにしたいです。

夢としては地域のみんなで農業法人を作りたいです。現在住んでい

る地域も高齢化で農業を辞めていく人がいて、空き畑や田んぼが増

えていてもったいないと感じています。そのためにも自分が成功し

て、見本として「農家はいいぞ」と伝えられるように、さらに若い

人が農業に興味を持ってもらえるように今後も努力していきたい。

１月 移住、カフェ「まっさんち」をOPEN

会社員として勤務

就農に興味を持つ

６月 就農に向けて行動開始

先輩新規就農者Sさんの話をきく

４月 里親研修開始

６月 就農のための土地確保

４月 独立、就農

里親研修
（通常時）

里親研修
（夏場）

移住前はバスの運転手でシフト制の仕事

だったため不規則な生活でした。移住後

に転職した職場は土日休みで規則正しい

生活ができていたが、時間や仕事に追わ

れている日々でした。


